
　
　
　
　
履
歴
お
よ
び
研
究
業
績
表
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
田
　
浩
　
太
　
郎

　
私
の
古
稀
、
定
年
退
職
を
機
会
に
、
成
城
大
学
経
済
学
会
は
、
記
念
論
文
集
の
公
刊
を
計
画
し
て
下
さ
れ
た
。
誠
に
有
難
い
こ
と

で
あ
る
。
平
々
凡
々
と
齢
を
重
ね
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
私
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
一
面
、
気
恥
か
し
い
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
が
私
の
人
生
の
ひ
と
く
ぎ
り
で
あ
る
と
思
え
ば
、
ま
た
感
慨
一
入
で
も
あ
る
。

　
顧
み
れ
ば
、
半
世
紀
以
上
も
前
の
学
生
時
代
か
ら
、
恩
師
、
先
輩
、
同
僚
、
友
人
の
方
々
の
厚
意
に
支
え
ら
れ
て
、
無
事
今
日
に

た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
私
に
も
、
数
々
の
私
な
り
の
思
い
出
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る
。
そ

れ
ら
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
雑
誌
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
所
収
の
拙
稿
「
経
済
と
国
家
－
『
大
き
な
政
府
』
論
対
『
小

さ
な
政
府
』
論
、
そ
の
対
立
と
展
開
過
程
－
」
（
第
一
二
八
号
、
平
成
七
年
三
月
）
や
、
「
私
の
財
政
学
研
究
の
周
辺
」
（
第
一
三
三
号
、

平
成
八
年
七
月
）
の
な
か
で
、
述
べ
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
を
補
完
す
る
意
味
で
、
恩
師
井
藤
半
彌
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
「
一
通
の
手
紙
」
（
と
題
す
る
拙
文
「
橋
畔
に

ー
そ
し
て
今
ｌ
戦
後
五
〇
年
記
念
文
集
＝
－
」
橋
畔
会
、
平
成
七
年
、
所
収
）
を
、
ま
ず
、
再
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
の
他
に
も
、
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
類
で
、
書
い
て
お
き
た
い
と
思
う
こ
と
が
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
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は
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
次
い
で
、
記
念
論
文
集
の
類
で
は
、
い
わ
ば
定
番
と
な
っ
て
い
る
、
私
の
「
履
歴
お
よ
び
研
究
業
績
表
」
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ

た
り
、
ご
く
あ
り
き
た
り
の
形
の
も
の
に
ま
と
め
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
適
宜
私
的
メ
モ
の
よ
う
な
短
い
注
を
、
カ
ッ
コ
内
に
追

記
し
つ
つ
、
年
月
を
追
っ
て
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
誕
生
日
が
く
る
と
、
私
の
（
満
）
年
齢
が
昭
和
の
年
号
と

同
じ
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
の
年
月
の
記
載
は
、
何
歳
の
と
き
の
こ
と
か
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
便
宜
も
あ
る
。

　
特
に
私
の
「
研
究
業
績
表
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
と
き
ど
き
に
興
味
を
も
っ
た
、
い
く
つ
か
の
研
究
テ
ー
マ
毎
に
、
そ
れ
ら
を
整

理
分
類
し
つ
つ
、
若
干
の
私
見
を
交
え
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
と
い
っ
た
ま
と
め
方
に
も
、
未
練
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
方
法
に
よ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
自
己
満
足
と
か
、
自
己
宣
伝
に
見
ら
れ
は
し
な
い
か
、
と
も
思
う
私
の
過
剰
な
？

自
意
識
が
、
こ
れ
に
し
り
ご
み
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
そ
も
そ
も
私
は
、
自
身
の
い
ま
ま
で
の
研
究
業
績
を
一
覧
で
き
る
も
の
を
、
未
だ
作
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
機
会
に
、

私
の
き
わ
め
て
さ
さ
や
か
な
研
究
結
果
を
、
最
も
平
凡
で
は
あ
る
が
、
で
き
う
る
限
り
網
羅
し
て
、
公
表
年
月
順
に
並
べ
た
も
の
を
、

少
な
く
と
も
私
自
身
の
備
忘
の
意
味
で
作
っ
て
お
き
た
い
、
と
考
え
た
。
も
ち
ろ
ん
、
い
ま
と
な
っ
て
は
、
な
お
遺
漏
な
き
を
期
し

が
た
い
、
と
い
っ
た
所
で
は
あ
る
が
。
そ
こ
で
、
こ
の
一
覧
表
で
は
、
さ
ら
に
、
昭
和
三
〇
年
以
前
、
昭
和
三
〇
年
代
、
昭
和
四
〇

年
代
、
昭
和
五
〇
年
代
…
…
、
と
い
っ
た
十
年
毎
の
区
分
も
お
こ
な
っ
て
み
た
。
私
の
三
〇
歳
代
、
四
〇
歳
代
…
…
、
な
ど
と
合
致

す
る
か
ら
で
あ
る
。
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「
一
通
の
手
紙
」

　
吉
祥
寺
東
町
の
御
宅
を
辞
し
て
、
ノ
ン
ビ
リ
と
湘
南
平
塚
の
わ
が
家
に
帰
り
着
く
と
、
や
が
て
追
い
か
け
る
か
の
よ
う
に
一
通
の

手
紙
が
届
け
ら
れ
た
。

　
　
　
拝
啓
、
一
度
拝
眉
の
上
申
上
げ
度
く
存
じ
て
居
り
ま
し
た
が
、
手
紙
で
申
し
ま
す
。

　
　
一
、
成
城
の
今
度
の
講
義
は
学
兄
の
教
授
生
活
の
第
一
歩
に
て
、
こ
こ
二
、
三
年
間
は
万
事
を
捨
て
て
講
義
の
準
備
第
一
の
生

　
　
　
　
活
を
送
ら
れ
る
こ
と
。
何
事
も
ス
タ
ー
ト
が
第
一
に
て
、
万
一
ス
タ
ー
ト
が
ま
ず
い
と
終
生
困
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
講
義
の
準
備
と
は
、
次
回
講
義
す
べ
き
個
所
を
中
心
と
し
て
内
外
の
文
献
そ
の
他
を
精
読
し
、
教
科
書
に
な
い
事
を
附
言
・

　
　
　
　
筆
記
せ
し
め
る
こ
と
で
す
。
講
義
の
準
備
に
時
間
を
と
ら
れ
る
の
は
馬
鹿
馬
鹿
し
い
等
と
考
へ
て
は
必
ず
失
敗
し
ま
す

　
　
　
　
（
教
授
生
活
十
年
後
は
別
と
し
て
）
。
学
生
は
勉
強
し
て
い
る
講
義
に
は
必
ず
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
　
二
、
学
生
に
筆
記
せ
し
む
べ
き
こ
と
は
、
予
め
原
稿
を
作
り
、
大
綱
を
デ
ィ
ク
テ
ー
ト
す
る
方
式
を
と
る
こ
と
。
毎
時
間
必
ず

　
　
　
　
筆
記
せ
し
め
る
こ
と
。

　
　
三
、
学
生
と
絶
対
に
争
は
ぬ
こ
と
。
い
か
に
シ
ャ
ク
に
さ
わ
っ
て
も
怒
ら
ぬ
こ
と
。
怒
っ
た
り
す
る
と
あ
と
味
が
わ
る
く
、
結

　
　
　
　
局
は
教
員
側
が
負
け
と
な
り
ま
す
。
怒
ら
ぬ
修
養
は
な
か
な
か
む
つ
か
し
い
が
、
努
力
す
る
こ
と
。

　
　
四
、
自
分
に
も
よ
く
の
み
こ
め
な
い
こ
と
は
絶
対
に
講
義
せ
ぬ
こ
と
。
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八
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
藤
半
彌

　
　
　
池
田
学
兄

　
井
藤
先
生
宅
で
は
、
成
城
大
学
経
済
学
部
で
財
政
学
を
は
じ
め
て
講
義
す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
注
意
事
項
に
つ
い
て
、

非
常
に
細
か
に
、
具
体
的
に
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
が
、
そ
も
そ
も
の
基
本
的
な
心
構
え
と
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
先
生
も

照
れ
く
さ
く
て
、
面
と
向
っ
て
は
話
し
に
く
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
さ
き
の
手
紙
が
私
を
追
い
か
け
て
来
た
わ
け
で
す
。
昭

和
二
九
年
の
こ
と
で
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
と
前
後
し
て
井
藤
先
生
か
ら
は
、
財
政
学
研
究
者
と
し
て
の
身
の
処
し
方
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
具
体
的

な
指
導
と
便
宜
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

　
ド
イ
ツ
語
学
習
の
た
め
に
ド
イ
ツ
人
講
師
の
紹
介
を
い
た
だ
い
た
り
、

　
明
晰
な
思
考
に
資
す
る
と
の
見
地
か
ら
、
海
外
で
英
語
や
ド
イ
ツ
語
で
著
作
、
論
文
を
公
表
す
る
こ
と
を
指
示
・
斡
旋
さ
れ
た
り
、

　
在
外
研
究
先
で
の
指
導
教
授
を
依
頼
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

　
論
文
草
稿
を
時
間
を
か
け
て
何
回
で
も
読
ま
れ
、
注
意
を
い
た
だ
い
た
り
、

　
成
城
で
の
私
の
「
財
政
学
」
講
義
の
補
強
も
あ
っ
て
、
一
橋
大
学
学
長
の
激
職
中
の
時
期
も
含
め
、
数
年
に
わ
た
っ
て
、
成
城
で

　
「
財
政
各
論
」
講
義
を
受
け
持
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、

と
い
っ
た
御
助
力
を
先
生
の
御
存
命
中
、
す
な
わ
ち
、
お
よ
そ
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
続
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
井
藤
先
生
か
ら
一
通
の
手
紙
を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
四
〇
年
も
た
ち
、
私
の
成
城
で
の
「
財
政
学
」
の
講
義
も
、
本
年
度
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が
最
終
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
井
藤
先
生
の
御
手
紙
を
折
に
ふ
れ
て
思
い
起
こ
し
つ
つ
、
講
義
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
成
果
の
ほ
ど
は
自
信
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
も
私
の
教
師
経
験
か
ら
申
し
上
げ
る
の
で
す
が
、
学
生
の
も
つ
教
師
観
に
は
、
正
し
い
一
面
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、

教
師
の
学
殖
に
つ
い
て
の
学
生
の
評
価
ほ
ど
、
あ
て
に
な
ら
ぬ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
教
え
を
受
け
た
一
橋
の

先
生
方
に
つ
い
て
の
、
私
た
ち
の
感
想
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
昭
和
二
〇
年
に
井
藤
ゼ
ミ
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
全
く
深
い
考
え
も
な
く
、
た
だ
予
科
長
を
さ
れ
て
い
た
関
係
で
、

名
前
を
存
じ
上
げ
て
い
る
数
少
な
い
学
部
教
授
の
一
人
で
あ
っ
た
、
と
い
う
理
由
だ
け
か
ら
で
し
た
。

　
学
生
時
代
に
は
、
京
都
弁
の
非
常
に
愉
快
な
講
義
を
さ
れ
る
先
生
、
と
い
っ
た
印
象
し
か
私
は
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
私
自
身
の
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、
先
生
は
ま
す
ま
す
高
い
存
在
で
あ
る
こ
と
が
、
私
に
も
徐
々
に
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

結
局
、
明
治
維
新
以
降
の
わ
が
国
の
百
余
年
に
わ
た
る
「
財
政
学
」
研
究
の
発
展
史
に
お
い
て
、
先
生
が
ま
ず
第
一
に
あ
げ
ら
る
べ

き
、
ま
こ
と
に
一
世
紀
に
一
人
の
偉
大
な
財
政
学
者
で
あ
り
ま
す
こ
と
が
、
お
く
れ
馳
せ
な
が
ら
確
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
縁
あ
っ
て
一
橋
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
井
藤
先
生
の
門
を
敲
く
こ
と
が
で
き
た
幸
運
を
、
今
さ
ら
な
が
ら
感
謝
の
念
を
も
っ

て
か
み
し
め
て
お
り
ま
す
。
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履
　
歴

池
田
浩
太
郎

　
　
本
籍
地
　
神
奈
川
県
平
塚
市
黒
部
丘
三
二
四
ノ
ー
三
四

　
　
現
住
所
　
神
奈
川
県
平
塚
市
黒
部
丘
五
ノ
三
六

　
　
生
年
月
日
　
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
年
）
六
月
二
九
日

　
　
　
　
　
　
　
（
神
奈
川
県
中
郡
平
塚
町
―
当
時
―
に
池
田
保
太
郎
・
マ
サ
の
長
男
と
し
て
出
生

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
二
年
ｌ
一
九
五
七
年
―
‐
五
月
、
伊
藤
千
代
子
と
結
婚

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
三
年
ｌ
一
九
五
八
年
―
五
月
、
長
男
　
浩
史
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
六
年
ｌ
一
九
六
一
年
ー
五
月
、
次
男
　
史
隆
誕
生
）

　
　
学
　
歴

昭
和
七
年
（
一
丸
三
二
年
）
四
月
　
平
塚
市
立
平
塚
第
一
尋
常
小
学
校
　
尋
常
科
入
学

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）
三
月
　
同
校
卒
業

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）
四
月
　
神
奈
川
県
立
湘
南
中
学
校
入
学
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昭
和
十
八
年
（
一
丸
四
三
年
）
三
月
　
同
校
卒
業

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
年
）
四
月
　
東
京
商
科
大
学
（
現
一
橋
大
学
）
予
科
入
学

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
年
）
四
月
　
同
大
学
学
部
入
学

昭
和
二
二
年
（
一
丸
四
八
年
）
三
月
　
同
大
学
学
部
卒
業
　
商
学
士

　
　
（
ゼ
ミ
指
導
の
井
藤
半
彌
教
授
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
の
標
題
は
、
「
社
会
主
義
思
想
家
ゾ
ム
バ
ル
ト
」
で
あ
っ
た
）

昭
和
二
三
年
（
一
丸
四
八
年
）
四
月
　
東
京
商
科
大
学
大
学
院
研
究
科
入
学

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
年
）
三
月
　
東
京
商
科
大
学
大
学
院
研
究
科
退
学

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
年
）
四
月
　
東
京
商
科
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生
－
－
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
年
）
三
月
ま
で

　
　
職
　
歴

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
年
）
六
月
　
成
城
大
学
経
済
学
部
専
任
講
師
　
財
政
学
担
当

昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
年
）
十
月
　
成
城
大
学
経
済
学
部
助
教
授

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
年
）
八
月
か
ら
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
年
）
四
月
ま
で

　
　
私
学
研
修
福
社
会
資
金
に
て
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
フ
ォ
ー
ク
ト
教
授
Ｆ
ｎ
ｔ
ｚ
　
　
Ｖ
ｏ
ｉ
ｇ
ｔ
｡
　
　
　
１
９
１
０
-
１
９
９
４
の
も
と
で
在
外
研

　
　
究昭

和
三
九
年
（
一
九
六
四
年
）
十
月
　
成
城
大
学
経
済
学
部
教
授
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昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
年
）
四
月
　
成
城
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
担
当

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
年
）
六
月
か
ら
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
年
）
四
月
ま
で

　
　
ド
イ
ツ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
教
員
助
成
j
j
o
z
e
n
t
e
n
s
t
i
p
e
乱
i
u
m
に
て
、
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
大
学
フ
ォ
ー
ク
ト
教
授
の
も
と
で
在

　
　
外
研
究

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
年
）
四
月
　
成
城
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
担
当

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
年
）
四
月
か
ら
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
年
）
三
月
ま
で
　
成
城
大
学
教
務
部
長

昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
年
）
四
月
か
ら
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
年
）
三
月
ま
で
　
成
城
大
学
経
済
学
部
長

平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）
三
月
　
成
城
大
学
経
済
学
部
教
授
を
定
年
退
職
　
成
城
大
学
名
誉
教
授

　
　
（
他
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
左
記
で
財
政
学
関
係
課
目
の
担
当
歴
が
あ
る
。

　
　
国
税
庁
税
務
大
学
校
本
科
、
国
際
基
督
教
大
学
お
よ
び
大
学
院
、
東
京
国
際
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
、
駿
河
台
大
学
大
学
院
経
済
学

　
研
究
科
、
な
ど
。
）
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業
　
績

　
　
　
著
書
（
お
よ
び
共
著
、
共
編
著
）
、
訳
書
（
お
よ
び
共
訳
書
）

　
　
　
ｌ
こ
こ
で
は
著
作
の
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
に
、
池
田
浩
太
郎
の
名
の
あ
る
も
の
に
限
っ
て
、
共
著
、
共
編
著
、
共
訳
書
と

　
　
　
　
　
し
て
あ
げ
て
お
い
た
。

－
昭
和
四
〇
年
代
（
一
九
六
五
ー
七
四
年
）
ｌ

　
（
共
編
著
；
　
　
　
　
M
a
o
s
a
l
c
u

U
c
h
i
d
a

a
n
d

K
o
t
a
r
o

I
k
e
d
a
｡

e
d
s
.
｡

S
o
c
i
a
l

a
n
d

E
c
o
n
o
m
i
c

A
s
p
e
c
t
s

o
f

J
a
p
a
n
.

S
e
i
j
o

G
a
k
u
e
n

J
u
b
i
l
e
e

　
　
　
　
　

Y
e
a
r
｡

1
9
1
7
I
1
9
6
7
｡

C
h
i
k
u
r
a
-
S
h
o
b
o
｡

T
o
k
y
o
｡

1
9
6
7
.

　
　
　
　
　
　
K
o
i
a
r
o

i
K
e
a
a
｡

M
n
a
n
z
i
e
l
i
e

u
n
d

t
i
s
k
a
l
i
s
c
h
e

M
a
J
i
n
a
h
m
e
n

d
e
r

R
e
g
i
e
r
u
n
g

z
u
r

P
f
l
e
g
e

d
e
s

K
a
p
i
t
a
l
s

i
n

d
e
r

f
r
i
i
h
e
n

　
　
　
　
　
　
M
e
i
j
i
-
Z
e
i
t

(
1
8
6
8
-
1
8
9
0
)
｡
収
載
。

　
（
共
編
著
；
　
　
　
　
K
o
t
a
r
o

U
c
e
d
a
｡

Y
.

K
a
t
o
｡

J
.

l
a
i
y
o
j
i
｡

D
i
e

i
n
d
u
s
t
r
i
e
l
l
e

E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g

i
n

J
a
p
a
n

u
n
t
e
r

b
e
s
o
n
d
e
r
e
r

B
e
r
i
i
c
k
s
i
c
h
t
i
g
u
n
g

　
　
　
　
　
　
s
e
i
n
e
r

W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
-

u
n
d

F
i
n
a
n
z
p
o
l
i
t
i
k
｡

D
u
n
c
k
e
r

u
n
d

H
u
m
b
l
o
t
｡

B
e
r
l
i
n

1
9
7
0
｡

　
　
　
　
　
　
（
山
田
高
生
教
授
は
独
文
作
成
を
分
担
）

－83－



　
（
共
訳
書
）
　
岡
田
清
・
池
田
浩
太
郎
共
訳
・
Ｆ
・
フ
ォ
ー
ク
ト
『
交
通
体
系
論
』
千
倉
書
房
、
昭
和
四
七
年
。

　
　
　
　
　
　
（
寿
田
竜
輔
、
杉
ノ
原
保
夫
の
両
教
授
は
独
文
邦
訳
を
分
担
）

ｌ
昭
和
五
〇
年
代
（
一
九
七
五
－
八
四
年
）
ｌ

　
（
訳
　
書
）
　
池
田
浩
太
郎
訳
・
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ツ
ェ
ル
『
公
債
の
経
済
理
論
』
千
倉
書
房
、
昭
和
五
二
年
。

　
（
共
編
著
）
　
大
川
政
三
・
佐
藤
博
・
池
田
浩
太
郎
編
著
『
財
政
政
策
の
新
展
開
』
千
倉
財
政
学
シ
リ
ー
ズ
　
ー
、
千
倉
書
房
、
昭

　
　
　
　
　
　
和
五
五
年
。

　
　
　
　
　
　
池
田
浩
太
郎
「
中
期
財
政
計
画
の
策
定
を
め
ぐ
る
若
干
問
題
」
収
載
。

　
（
共
　
著
）
　
大
川
政
三
・
池
田
浩
太
郎
共
著
『
近
世
財
政
思
想
の
生
成
ｌ
重
商
主
義
と
官
房
学
－
』
千
倉
書
房
、
昭
和
五
七

　
　
　
　
　
　
年
。

ｌ
昭
和
六
〇
年
代
か
ら
平
成
六
年
ま
で
（
一
九
八
五
ｌ
一
九
九
四
年
）
Ｉ

　
（
共
編
著
）
　
大
川
政
三
・
池
田
浩
太
郎
編
『
新
財
政
論
－
理
論
・
制
度
・
政
策
の
総
合
－
』
大
学
双
書
、
有
斐
閣
、
昭
和
六

　
　
　
　
　
　
一
年
。

　
　
　
　
　
　
池
田
浩
太
郎
「
第
一
章
　
資
本
主
義
の
発
展
と
財
政
学
説
」
お
よ
び
「
第
七
章
　
公
債
」
収
載
。

　
（
共
　
著
）
　
大
川
政
三
・
佐
藤
博
・
小
林
威
・
池
田
浩
太
郎
共
著
『
財
政
学
ｌ
現
代
財
政
の
理
論
と
政
策
‐
』
春
秋
社
、
平

　
　
　
　
　
　
成
二
年
。
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池
田
浩
太
郎
「
第
二
章
　
財
政
学
の
生
成
と
発
展
」
、
「
第
三
章
　
予
算
」
お
よ
び
「
第
七
章
　
公
債
」
収
載
。

　
　
　
　
　
　
（
平
成
九
年
の
第
九
刷
ま
で
に
数
回
改
訂
）

　
（
著
　
書
）
　
池
田
浩
太
郎
著
『
公
債
政
策
思
想
の
生
成
と
展
開
』
千
倉
書
房
、
平
成
三
年
。

ｌ
平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）
以
降
ｌ

　
（
共
訳
書
）
　
杉
ノ
原
保
夫
・
池
田
浩
史
・
池
田
浩
太
郎
共
訳
・
Ｋ
・
ヴ
ィ
ク
セ
ル
『
財
政
理
論
研
究
』
千
倉
財
政
学
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
２
、
千
倉
書
房
、
平
成
七
年
。

　
　
　
ー

※
印
付
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
公
刊
年
次
と
、
後
掲
「
論
文
、
翻
訳
、
書
評
、
事
項
解
説
、
な
ど
」
に
お
け
る
同

　
　
　
　
　
年
次
近
辺
の
※
印
付
カ
ッ
コ
内
に
あ
る
私
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
論
文
、
翻
訳
、
書
評
、
事
項
解
説
、
な
ど

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
年
）

　
（
論
文
）
　
「
新
経
済
学
派
の
二
元
的
経
済
組
織
論
」
一
『
一
橋
論
叢
』
第
二
九
巻
一
号
、
昭
和
二
八
年
一
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
わ
が
国
所
得
税
制
度
の
創
設
」
一
『
金
融
経
済
』
第
二
二
号
、
昭
和
二
八
年
十
月
、
所
収
。

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
年
）

　
（
書
評
）
　
「
フ
ァ
ー
ン
ス
ワ
ー
ス
著
『
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
、
近
代
所
得
税
の
創
設
者
』
（
一
九
五
一
年
）
」
一
『
一
橋
論
叢
』
第
三
二
巻
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二
号
、
昭
和
二
九
年
八
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
社
会
主
義
思
想
－
そ
の
本
質
ｌ
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
二
号
、
昭
和
二
九
年
十
月
、
所

　
　
　
　
　
収
。

　
（
書
評
）
　
「
ゲ
ル
ロ
フ
・
ノ
イ
マ
ル
ク
編
『
財
政
学
全
書
』
新
訂
版
、
第
一
巻
、
一
九
五
二
年
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
二

　
　
　
　
　
号
、
昭
和
二
九
年
十
月
、
所
収
。

　
（
書
評
）
　
「
ホ
ー
プ
ム
ン
ョ
ー
ン
ズ
著
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
時
代
の
所
得
税
』
　
一
九
三
九
年
」
一
『
一
橋
論
叢
』
第
三
二
巻
六
号
、

　
　
　
　
　
昭
和
二
九
年
十
二
月
、
所
収
。

ｌ
昭
和
三
〇
年
代
（
一
九
五
五
－
六
四
年
）
ｌ

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
年
）

　
（
論
文
）
　
「
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
社
会
主
義
思
想
ｌ
そ
の
生
成
過
程
ｌ
」
目
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
三
号
、
昭
和
三
〇
年
二
月
、

　
　
　
　
　
所
収
。

　
　
　
　
　
（
卒
業
論
文
を
訂
正
の
上
、
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
二
号
、
所
収
の
論
文
と
、
二
分
割
の
形
で
公
表
し
た
も
の
）

　
（
論
文
）
　
「
二
元
的
経
済
組
織
論
の
展
望
」
目
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
四
号
、
昭
和
三
〇
年
九
月
、
所
収
。

昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
年
）

　
（
論
文
）
　
「
イ
ギ
リ
ス
所
得
税
の
先
駆
的
諸
税
に
つ
い
て
」
一
『
一
橋
論
叢
』
第
三
五
巻
一
号
、
昭
和
三
一
年
一
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
タ
ウ
チ
ァ
ー
の
『
課
税
限
界
論
』
に
つ
い
て
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
五
号
、
昭
和
ご
二
年
二
月
、
所
収
。
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（
論
文
）
　
「
わ
が
国
所
得
税
の
創
設
と
そ
の
社
会
的
諸
条
件
ｌ
歴
史
的
・
社
会
学
的
一
研
究
ｌ
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』

　
　
　
　
　
第
六
号
、
昭
和
三
一
年
九
月
、
所
収
。

昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
年
）

　
（
論
文
）
　
i
n
e

u
s
t
a
D
n
s
n
m
e
n
t

o
r

m
e

i
n
c
o
m
e

l
a
x

i
n

j
a
p
a
n
(
A

H
i
s
t
o
r
i
c
a
l

a
n
d

S
o
c
i
o
l
o
g
i
c
a
l

S
t
u
d
y
)
｡

i
n

:

P
u
b
l
i
c

F
i
n
a
n
c
e
｡

　
　
　
　
　
v
o
l
.

X
l
l
/
n
o
.

2
｡

H
a
a
r
l
e
m
｡

N
e
t
h
e
r
l
a
n
d
s
｡

1
9
5
7
｡

　
　
　
　
　
（
前
掲
、
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
六
号
、
所
収
の
拙
稿
の
英
語
版
）

　
（
書
評
）
　
「
井
手
文
雄
著
『
近
代
財
政
学
』
ｌ
財
政
に
お
け
る
生
産
原
則
の
支
配
に
つ
い
て
ー
」
‥
『
一
橋
論
叢
』
第
三
七
巻

　
　
　
　
　
六
号
、
昭
和
三
二
年
六
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
イ
ギ
リ
ス
所
得
税
前
史
ｌ
イ
ギ
リ
ス
所
得
税
の
先
駆
税
ー
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
七
号
、
昭
和
三
二
年

　
　
　
　
　
十
二
月
、
所
収
。

昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
年
）

　
（
論
文
）
　
「
公
債
の
現
状
分
析
」
一
林
栄
夫
・
高
橋
長
太
郎
編
『
日
本
の
財
政
分
析
』
近
代
財
政
講
座
、
第
三
巻
、
春
秋
社
、
昭
和

　
　
　
　
　
三
三
年
、
第
四
章
。

　
（
書
評
）
　
「
大
蔵
省
大
臣
官
房
調
査
課
長
中
嶋
晴
雄
編
『
図
説
日
本
の
財
政
』
昭
和
三
三
年
度
版
」
一
『
財
政
経
済
弘
報
』
、
七
月
二

　
　
　
　
　
一
日
号
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
わ
が
国
公
債
の
成
立
ｉ
明
治
初
期
公
債
改
策
ー
」
Ｈ
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
ハ
・
九
合
併
号
、
昭
和
三
三
年

　
　
　
　
　
九
月
、
所
収
。
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昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
年
）

　
（
論
文
）
　
「
公
債
の
現
状
分
析
」
‥
木
村
元
一
編
『
財
政
』
日
本
経
済
の
分
析
、
第
十
巻
、
春
秋
社
、
昭
和
三
五
年
、
第
四
章
。

　
（
論
文
）
　
秩
禄
処
分
の
経
過
と
公
債
交
付
ｌ
明
治
初
期
公
債
政
策
の
一
節
ー
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
十
二
号
、
昭

　
　
　
　
　
和
三
五
年
五
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
公
債
の
影
響
と
日
本
経
済
ー
そ
の
動
き
と
現
状
を
め
ぐ
っ
て
ー
－
」
‥
『
公
営
評
論
』
　
一
九
六
〇
年
六
月
号
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
旧
藩
債
処
分
と
新
・
旧
公
債
の
交
付
ー
明
治
初
期
公
債
政
策
の
一
節
ｌ
」
‥
井
藤
半
彌
博
士
退
官
記
念
論
文
集

　
　
　
　
　
『
財
政
学
の
基
本
問
題
』
千
倉
書
房
、
昭
和
三
五
年
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
財
政
社
会
学
の
一
形
態
ｌ
マ
ン
『
財
政
理
論
と
財
政
社
会
学
』
　
一
九
五
九
年
に
つ
い
て
ー
」
Ｈ
成
城
大
学
『
経
済

　
　
　
　
　
研
究
』
第
十
三
号
、
昭
和
三
五
年
十
二
月
、
所
収
。

昭
和
三
六
年
（
一
丸
六
一
年
）

　
（
論
文
）
　
「
明
治
初
期
に
お
け
る
官
金
取
扱
の
財
政
的
意
義
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
十
四
号
、
昭
和
三
六
年
十
一
月
、
所

　
　
　
　
　
収
。

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
年
）

　
（
論
文
）
　
「
官
金
出
納
の
展
開
過
程
－
明
治
初
期
に
お
け
る
官
金
出
納
の
金
融
的
意
義
（
そ
の
こ
ー
」
日
成
城
大
学
『
経
済

　
　
　
　
　
研
究
』
第
十
六
号
、
昭
和
三
七
年
十
一
月
、
所
収
。

昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
年
）

　
（
論
文
）
　
「
官
金
出
納
の
整
理
過
程
ｌ
明
治
初
期
に
お
け
る
官
金
出
納
の
金
融
的
意
義
（
そ
の
ニ
）
－
」
Ｈ
成
城
大
学
『
経
済
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研
究
』
第
十
七
号
、
昭
和
三
八
年
三
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
わ
が
国
資
本
主
義
経
済
の
成
立
と
財
政
・
金
融
政
策
」
口
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
十
八
号
、
昭
和
三
八
年
十
一
月

　
　
　
　
　
号
、
所
収
。

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
年
）

　
（
論
文
）
　
「
官
金
取
扱
政
策
と
資
本
主
義
の
成
立
」
目
岡
田
俊
平
編
『
明
治
初
期
の
財
政
・
金
融
政
策
』
清
明
会
叢
書
　
１
、
昭
和

　
　
　
　
　
三
九
年
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
わ
が
国
資
本
主
義
経
済
の
成
立
と
財
政
・
金
融
政
策
（
続
）
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
十
九
号
、
昭
和
三
九
年

　
　
　
　
　
三
月
、
所
収
。

　
（
書
評
）
　
I

W
e
r
n
e
r

K
r
a
u
s
e
｡

W
e
r
n
e
r

S
o
m
b
a
r
t
s

W
e
g

v
o
m

K
a
t
h
e
d
e
r
s
o
z
i
a
l
i
s
m
u
s

z
u
m

F
a
s
c
h
i
s
m
u
s
｡

B
e
r
l
i
n

1
9
6
2
」
‥
成
城
大

　
　
　
　
　
学
『
経
済
研
究
』
第
十
九
号
、
昭
和
三
九
年
三
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
わ
が
国
資
本
主
義
の
発
展
と
財
政
」
金
融
政
策
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
二
〇
号
、
昭
和
三
九
年
十
月
、
所
収
。

ｌ
昭
和
四
〇
年
代
（
一
九
六
五
ｌ
七
四
年
）
ｌ

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
年
）

　
（
書
評
）
　
「
高
橋
誠
著
『
明
治
財
政
史
研
究
』
　
一
九
六
四
年
」
‥
『
週
刊
読
書
人
』
二
月
二
二
日
号
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
わ
が
国
資
本
主
義
経
済
の
停
滞
と
財
政
・
金
融
政
策
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
二
Ｉ
号
、
昭
和
四
〇
年
三
月
、

　
　
　
　
　
所
収
。
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（
論
文
）
　
「
準
戦
時
お
よ
び
戦
時
下
日
本
経
済
と
財
政
・
金
融
政
策
」
目
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
二
二
号
、
昭
和
四
〇
年
十
月
、

　
　
　
　
　
所
収
。

　
（
書
評
）
　
「
K
o
n
r
a
d

L
i
t
t
m
a
n
n
｡

Z
u
n
e
h
m
e
乱
e

S
t
a
a
t
s
t
a
t
i
g
k
e
i
t

u
乱
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e

E
n
t
w
i
c
k
l
u
m
g
｡

K
o
l
n

u
n
d

O
p
l
a
d
e
n

1
9
5
7
.
J

:

　
　
　
　
　
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
二
二
号
、
昭
和
四
〇
年
十
月
、
所
収
。

昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
年
）

　
（
論
文
）
　
「
戦
時
経
済
と
財
政
・
金
融
政
策
ー
準
戦
時
・
戦
時
経
済
と
財
政
・
金
融
政
策
　
ロ
ー
」
日
成
城
大
学
『
経
済
研

　
　
　
　
　
究
』
第
二
三
号
、
昭
和
四
一
年
三
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
『
高
橋
財
政
』
を
ど
う
評
価
す
る
か
」
一
『
ア
ナ
リ
ス
ト
Ｊ
　
一
九
六
六
年
五
月
号
、
所
収
。

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
年
）

　
（
論
文
）
　
「
日
本
に
お
け
る
工
業
化
と
財
政
・
金
融
政
策
」
目
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
二
五
号
、
昭
和
四
二
年
六
月
、
所
収
。

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
年
）

　
（
論
文
）
　
u
i
c

r
i
n
a
n
z
p
o
i
i
u
K

j
a
p
a
n
s

a
m

A
n
i
a
n
g

a
e
r

J
U
e
r

J
a
t
i
r
e
―
i
i
i
n

W
e
n
d
e
p
u
n
k
t

i
n

d
e
r

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e

d
e
r

F
i
n
a
n
z
p
o
l
i
t
i
k

J
a
I

　
　

p
a
n
s
―
｡

i
n

:

M
a
l
i
v
e

i
i
n
s
t
i
t
i
i
s
u

K
o
n
f
e
r
a
n
s
i
a
r
i
｡

O
n
v
e
d
i
n
c
i

S
e
r
i
-
S
e
n
e

1
9
6
8
｡

F
a
k
i
i
l
t
e
l
e
r

M
a
t
b
a
a
s
i
｡

i
s
t
a
n
b
u
l
｡

1
9
6
8
｡

　
（
論
文
の
ト
ル
コ
語
訳
）
　
1
9
3
0

S
e
n
e
l
e
r
i

B
a
s
l
a
n
g
i
c
i
乱
a

J
a
p
o
n

M
a
l
i
y
e

P
o
l
i
t
i
k
a
s
i
―
J
a
p
o
n

M
a
l
i
y
e

P
o
l
i
t
i
k
a
s
i

T
a
r
i
h
i
乱
e

B
i
r

　
　
　
　
　
D
o
:
n
i
i
m

N
o
k
t
a
s
i
―

　
　
　
　
　
（
前
掲
ド
イ
ツ
語
論
文
と
併
載
）

　
　
　
　
※
（
前
掲
、
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
十
八
・
十
九
・
二
〇
・
二
Ｉ
・
二
二
・
二
二
・
二
五
号
、
所
収
の
拙
稿
お
よ
び
イ
ス
タ
ン
ブ
ー



　
　
　
　
　
ル
大
学
に
提
出
の
、
前
掲
ド
イ
ツ
語
拙
論
と
を
基
礎
に
、
前
掲
ド
イ
ツ
語
共
著
D
i
e

i
n
d
u
s
t
r
i
.
e
l
l
e

E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
m

J
a
p
a
n
.
｡
｡
:
'
｡

B
e
r
l
i
n

　
　
　
　
　
１
９
７
０
｡
の
私
の
担
当
分
－
最
初
か
ら
一
三
二
ペ
ー
ジ
ま
で
ー
を
作
成
）

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
年
）

　
（
論
文
）
　
「
財
政
思
想
と
財
政
構
造
の
変
遷
」
一
大
川
政
三
・
宇
田
川
璋
仁
編
『
財
政
学
講
義
』
青
林
書
院
新
社
、
昭
和
四
四
年
、

　
　
　
　
　
第
一
章
。

昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
年
）

　
（
論
文
）
　
コ
九
三
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
わ
が
国
財
政
」
金
融
政
策
■
わ
が
国
財
政
・
金
融
政
策
の
転
換
に
つ
い
て
ー
」

　
　
　
　
　
一
井
藤
半
彌
編
『
租
税
財
政
論
集
、
第
２
集
』
日
本
租
税
研
究
協
会
、
昭
和
四
五
年
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
初
期
ド
イ
ツ
財
政
学
の
一
研
究
に
つ
い
て
ー
ビ
ェ
ー
リ
著
『
初
期
ド
イ
ツ
財
政
学
の
位
置
づ
け
』
を
読
む
ー
」

　
　
　
　
　
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
三
一
号
、
昭
和
四
五
年
三
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
ワ
ー
グ
ナ
ー
『
法
則
』
の
現
代
的
意
義
－
－
タ
ウ
チ
ァ
ー
の
国
家
の
経
済
的
過
剰
権
力
論
に
つ
い
て
ー
」
一
成
城
大

　
　
　
　
　
学
『
経
済
研
究
』
第
三
二
号
、
昭
和
四
五
年
七
月
、
所
収
。

　
（
翻
訳
）
　
「
ペ
ッ
チ
『
景
気
と
輸
送
』
」
‥
『
成
城
大
学
経
済
学
部
創
立
二
十
周
年
記
念
論
文
集
』
成
城
大
学
経
済
学
会
、
昭
和
四
五

　
　
　
　
　
年
、
所
収
。

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
年
）

　
（
論
文
）
　
「
我
が
国
一
九
二
〇
年
代
の
経
済
の
様
相
と
財
政
・
金
融
政
策
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
三
七
号
、
昭
和
四
七
年

　
　
　
　
　
三
月
、
所
収
。
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（
論
文
）
　
「
わ
が
国
一
丸
二
〇
年
代
の
経
済
の
様
相
と
財
政
・
金
融
政
策
（
続
）
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
三
八
号
、
昭
和

　
　
　
　
　
四
七
年
六
月
、
所
収
。

　
（
翻
訳
）
　
「
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ツ
ェ
ル
『
国
民
経
済
と
の
関
連
よ
り
み
た
る
国
債
制
度
Ｊ
　
Ｏ
』
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
三

　
　
　
　
　
九
号
、
昭
和
四
七
年
九
月
、
所
収
。

　
（
翻
訳
）
　
同
　
口
日
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
四
〇
号
、
昭
和
四
七
年
十
二
月
、
所
収
。

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
年
）

　
（
翻
訳
）
　
「
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ツ
ェ
ル
『
国
民
経
済
と
の
関
連
よ
り
み
た
る
国
債
制
度
』
　
目
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
四

　
　
　
　
　
一
号
、
昭
和
四
八
年
三
月
、
所
収
。

　
（
翻
訳
）
　
同
　
聯
ハ
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
四
二
号
、
昭
和
四
八
年
六
月
、
所
収
。

　
（
翻
訳
）
　
同
　
㈲
こ
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
四
三
号
、
昭
和
四
八
年
九
月
、
所
収
。

　
（
翻
訳
）
　
同
　
因
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
四
四
号
、
昭
和
四
八
年
十
二
月
、
所
収
。

昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
年
）

　
（
論
文
）
　
「
公
債
問
題
の
諸
側
面
」
一
『
有
井
治
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
』
成
城
大
学
経
済
学
会
、
昭
和
四
九
年
、
所
収
。

　
（
翻
訳
）
　
「
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ツ
ェ
ル
『
国
民
経
済
と
の
関
連
よ
り
み
た
る
国
債
制
度
』
　
㈲
」
Ｈ
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
四

　
　
　
　
　
六
号
、
昭
和
四
九
年
六
月
、
所
収
。

　
（
翻
訳
）
　
同
　
㈲
Ｈ
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
四
七
・
四
八
合
併
号
、
昭
和
四
九
年
十
月
、
所
収
。
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‐
昭
和
五
〇
年
代
（
一
九
七
五
ｌ
八
四
年
）
ｌ

昭
和
五
〇
年

　
（
翻
訳
）
　
「
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ツ
ェ
ル
『
国
民
経
済
と
の
関
連
よ
り
み
た
る
国
債
制
度
』
　
㈹
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
四

　
　
　
　
　
九
号
、
昭
和
五
〇
年
三
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
財
政
お
よ
び
財
政
学
の
生
成
と
現
状
」
、
「
公
債
」
‥
大
川
政
三
編
『
財
政
論
』
大
学
双
書
、
有
斐
閣
、
昭
和
五
〇
年
、

　
　
　
　
　
第
一
章
お
よ
び
第
五
章
。

　
（
翻
訳
）
　
「
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ツ
ェ
ル
『
国
民
経
済
と
の
関
連
よ
り
み
た
る
国
債
制
度
』
　
惚
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
五

　
　
　
　
　
〇
号
、
昭
和
五
〇
年
七
月
、
所
収
。

　
（
事
項
解
説
）
　
「
不
運
な
経
済
学
者
ゾ
ン
バ
ル
ト
」
一
『
基
礎
ド
イ
ツ
語
』
昭
和
五
〇
年
十
月
号
、
所
収
。

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
年
）

　
（
論
文
）
　
「
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ツ
ェ
ル
の
公
債
学
説
と
そ
の
学
説
史
的
地
位
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
五
三
号
、
昭
和
五
一

　
　
　
　
　
年
三
月
、
所
収
。

　
　
　
　
※
（
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ツ
ェ
ル
の
著
作
の
訳
稿
○
－
胞
と
本
橋
と
を
も
と
に
、
前
掲
訳
書
、
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ツ
ェ
ル
『
公
債
の
経
済

　
　
　
　
　
理
論
』
千
倉
書
房
、
昭
和
五
二
年
を
公
刊
）

　
（
論
文
）
　
「
『
初
期
ド
イ
ツ
財
政
学
』
に
お
け
る
公
債
論
の
一
節
－
ヤ
ー
コ
プ
と
ラ
ウ
ー
」
‥
大
川
政
三
・
石
弘
光
編
『
財
政

　
　
　
　
　
学
研
究
』
木
村
元
一
名
誉
教
授
記
念
論
文
集
、
春
秋
社
、
昭
和
五
一
年
、
第
一
章
。

　
（
論
文
）
　
「
ワ
ー
グ
ナ
ー
公
債
論
と
そ
の
学
説
史
的
地
位
」
一
『
内
田
直
作
名
誉
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
』
成
城
大
学
経
済
学
会
、
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昭
和
五
一
年
、
所
収
。

昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
年
）

　
（
論
文
）
　
「
長
期
財
政
計
画
の
必
要
」
日
加
藤
芳
太
郎
・
宇
田
川
璋
仁
編
『
日
本
財
政
の
改
革
と
課
題
』
井
手
文
雄
教
授
退
官
記
念
、

　
　
　
　
　
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
五
二
年
、
第
二
章
。

昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
年
）

　
（
論
文
）
　
「
生
成
期
古
典
派
経
済
学
に
お
け
る
起
債
原
則
論
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
五
九
・
六
〇
合
併
号
、
昭
和
五
三
年

　
　
　
　
　
二
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
完
成
期
古
典
派
経
済
学
に
お
け
る
起
債
原
則
論
ｌ
マ
カ
ロ
ッ
ク
と
Ｊ
・
ｓ
・
ミ
ル
ー
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研

　
　
　
　
　
究
』
第
六
一
号
、
昭
和
五
三
年
三
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
起
債
原
則
学
説
と
そ
の
現
代
的
意
義
」
一
『
現
代
財
政
論
の
再
検
討
』
林
栄
夫
先
生
還
暦
記
念
、
有
斐
閣
、
昭
和
五
三

　
　
　
　
　
年
、
所
収
。

　
（
論
文
）

V
i
e
r

A
s
p
e
k
t
e

d
e
s

S
t
a
a
t
s
s
c
h
u
l
d
e
n
p
r
o
b
l
e
m
s

i
n

J
a
p
a
n
.
:
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
六
二
号
、
昭
和
五
三
年
七
月
、

　
　
　
　
　
所
収
。

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
年
）

　
（
論
文
）

V
i
e
r

A
s
p
e
k
t
e

d
e
s

S
t
a
a
t
s
s
c
h
u
l
d
e
n
p
r
o
b
l
e
m
s

i
n

J
a
p
a
n
｡

i
n

:

A
l
e
x
a
n
d
e
r

v
o
n

H
u
m
b
o
l
d
t
-
S
t
i
f
t
u
n
g
｡

W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e

N
u
s
a
m
m
e
n
n
a
r
b
e
i
t

u
n
d

A
u
s
t
a
u
s
c
h
　
ｚ
w
ｉ
s
c
h
e
n

D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d

u
n
d

J
a
p
a
n
｡

B
o
n
n

1
9
7
9
｡

　
　
　
　
　
（
前
掲
ド
イ
ツ
語
二
論
文
は
、
い
ず
れ
も
昭
和
五
三
年
四
月
、
京
都
で
お
こ
な
わ
れ
た
ド
イ
ツ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
主
催
の
日
独
学
術
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交
換
会
議
で
の
、
ド
イ
ッ
語
報
告
原
稿
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
）

　
（
翻
訳
）
　
「
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ル
ム
ス
『
国
債
増
発
の
経
済
的
諸
作
用
ｌ
西
ド
イ
ツ
の
状
況
－
―
』
」
目
成
城
大
学
『
経
済

　
　
　
　
　
研
究
』
第
六
四
号
、
昭
和
五
四
年
二
月
、
所
収
。

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
年
）

　
（
論
文
）
　
「
『
初
期
ド
イ
ツ
財
政
学
』
時
代
の
一
公
債
学
説
に
つ
い
て
ー
－
シ
ュ
ト
ル
ー
エ
ン
ゼ
ー
の
公
信
用
論
－
」
一
成
城
大

　
　
　
　
　
学
『
経
済
研
究
』
第
六
八
号
、
昭
和
五
五
年
一
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス
ー
ぞ
の
財
政
・
租
税
思
想
ｌ
」
‥
『
税
』
第
三
五
巻
五
号
、
昭
和
五
五
年
五
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス
の
起
債
原
則
学
説
に
つ
い
て
ー
ユ
ス
テ
ィ
と
ゾ
ン
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
公
債
論
－
」
一
『
成
城
大

　
　
　
　
　
学
経
済
学
部
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集
』
成
城
大
学
経
済
学
会
、
昭
和
五
五
年
、
所
収
。

昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
年
）

　
（
論
文
）
　
「
ペ
テ
ィ
と
ヴ
ォ
ー
バ
ン
ー
マ
ー
カ
ン
テ
ィ
リ
ズ
ム
の
財
政
思
想
ー
」
目
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
七
二
・
七
三

　
　
　
　
　
合
併
号
、
昭
和
五
六
年
三
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
国
債
依
存
財
政
と
の
訣
別
」
‥
『
税
』
第
三
六
巻
五
号
、
昭
和
五
六
年
五
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
『
ド
イ
ツ
王
侯
国
家
』
－
前
期
官
房
学
の
財
政
思
想
　
日
－
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第

　
　
　
　
　
七
四
号
、
昭
和
五
六
年
七
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
ホ
ル
ニ
ク
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
至
上
論
』
ｌ
前
期
官
房
学
の
財
政
思
想
　
�
ｌ
」
日
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
七

　
　
　
　
　
五
号
、
昭
和
五
六
年
十
月
、
所
収
。
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昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
年
）

　
（
論
文
）
　
「
ユ
ス
テ
ィ
『
財
政
の
体
系
』
ｌ
後
期
官
房
学
の
財
政
思
想
　
○
－
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
七
六
号
、
昭

　
　
　
　
　
和
五
七
年
こ
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
ゾ
ン
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
『
行
政
・
商
業
お
よ
び
財
政
の
原
理
』
（
－
後
期
官
房
学
の
財
政
思
想
　
ロ
ー
）
」
‥
成
城
大

　
　
　
　
　
学
『
経
済
研
究
』
第
七
七
号
、
昭
和
五
七
年
三
月
、
所
収
。

　
　
　
　
※
（
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
七
二
・
七
三
合
併
号
、
第
七
四
・
七
五
・
七
六
・
七
七
号
、
所
収
の
五
論
文
を
も
と
に
し
て
、
前
掲
共

　
　
　
　
　
著
『
近
世
財
政
思
想
の
生
成
』
千
倉
書
房
、
昭
和
五
七
年
の
私
の
担
当
分
で
あ
る
最
初
か
ら
一
八
二
ペ
ー
ジ
ま
で
を
作
成
し
た
）

　
（
論
文
）
　
「
官
房
学
な
い
し
官
房
学
的
財
政
論
ｌ
そ
の
原
典
と
研
究
文
献
ｌ
」
目
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
七
八
号
、
昭
和

　
　
　
　
　
五
七
年
十
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
『
古
典
派
的
起
債
原
則
論
の
ド
イ
ッ
ヘ
の
流
入
－
¬
初
期
ド
イ
ツ
財
政
学
』
の
公
債
論
ｌ
」
日
成
城
大
学
『
経
済
研

　
　
　
　
　
究
』
第
七
九
号
、
昭
和
五
七
年
十
二
月
、
所
収
。

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
年
）

　
（
論
文
）
　
「
カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス
と
そ
の
財
政
思
想
ｌ
一
つ
の
総
括
－
」
目
成
城
大
学
『
成
城
法
学
』
第
十
三
号
、
昭
和
五
八
年

　
　
　
　
　
三
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
ド
イ
ツ
・
カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス
」
一
大
川
政
三
・
小
林
威
福
『
財
政
学
を
築
い
た
人
々
ｌ
資
本
主
義
の
歩
み
と
財
政
・

　
　
　
　
　
租
税
思
想
ｌ
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
昭
和
五
八
年
、
所
収
。

昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
年
）
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（
論
文
）
　
「
『
初
期
ド
イ
ツ
財
政
学
』
の
起
債
原
則
論
ｌ
ネ
ー
ペ
ニ
ウ
ス
と
ベ
ル
ヌ
リ
ー
ー
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
八

　
　
　
　
　
四
号
、
昭
和
五
九
年
三
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
ワ
ー
グ
ナ
ー
財
政
学
説
と
そ
の
社
会
政
策
的
要
素
｜
ア
ー
ド
ル
フ
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
社
会
政
策
思
想
ー
」
‥
成
城

　
　
　
　
　
大
学
『
経
済
研
究
』
第
八
六
号
、
昭
和
五
九
年
十
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
国
債
大
量
償
還
下
の
財
政
運
営
の
基
本
課
題
」
‥
『
税
』
第
三
九
巻
十
号
、
昭
和
五
九
年
十
月
、
所
収
。

　
（
事
項
解
説
）
　
「
官
房
学
的
財
政
論
」
、
「
重
農
主
義
財
政
学
説
」
、
「
ス
ミ
ス
財
政
学
説
」
、
「
ワ
ー
グ
ナ
ー
財
政
学
説
」
、
「
財
政
社

　
　
　
　
　
会
学
」
、
「
ケ
イ
ン
ズ
派
財
政
論
」
、
「
ブ
キ
ャ
ナ
ン
財
政
学
説
」
ご
局
橋
泰
蔵
・
増
田
四
郎
編
『
体
系
経
済
学
辞
典
』
第

　
　
　
　
　
六
版
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
五
九
年
、
所
収
。

ｌ
昭
和
六
〇
年
代
か
ら
平
成
六
年
ま
で
（
一
丸
八
五
－
一
九
九
四
年
）
ー

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
年
）

　
（
論
文
）
　
「
国
家
社
会
主
義
と
社
会
政
策
ー
ア
ー
ド
ル
フ
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
社
会
政
策
思
想
ｌ
」
‥
大
陽
寺
順
一
教
授
還
暦
記

　
　
　
　
　
念
論
文
集
『
社
会
政
策
の
思
想
と
歴
史
』
千
倉
書
房
、
昭
和
六
〇
年
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
公
債
学
説
と
現
下
の
公
債
問
題
」
‥
旬
刊
『
速
報
税
理
』
十
一
月
一
日
号
、
所
収
。

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
年
）

　
（
論
文
）
　
『
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
起
債
原
則
論
ｌ
『
三
巨
星
』
の
起
債
原
則
学
説
ー
」
Ｈ
成
城
大
学
『
経

　
　
　
　
　
済
研
究
』
第
九
二
号
、
昭
和
六
一
年
三
月
、
所
収
。
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（
論
文
）
　
「
経
済
政
策
的
起
債
原
則
論
の
一
源
流
ｌ
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ツ
ェ
ル
の
公
債
学
説
ｌ
」
一
石
弘
光
編
『
現
代
財
政
学

　
　
　
　
　
研
究
』
大
川
政
三
名
誉
教
授
記
念
論
文
集
、
春
秋
社
、
昭
和
六
一
年
、
第
一
章
。

　
（
論
文
）
　
「
ア
ル
バ
ー
ト
・
シ
ェ
フ
レ
の
起
債
原
則
論
ｌ
経
済
状
況
指
向
的
起
債
原
則
の
主
張
－
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研

　
　
　
　
　
究
』
第
九
四
号
、
昭
和
六
一
年
十
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
ワ
ー
グ
ナ
ー
財
政
論
と
そ
の
起
債
原
則
学
説
ｌ
目
的
関
連
的
起
債
原
則
論
タ
イ
プ
の
一
つ
の
完
成
ｌ
」
日
上
杉
栄

　
　
　
　
　
市
・
田
中
啓
一
・
高
橋
利
雄
・
金
指
基
編
『
近
代
財
政
経
済
の
理
論
と
そ
の
展
開
』
大
淵
利
男
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
、

　
　
　
　
　
評
論
社
、
昭
和
六
一
年
、
所
収
。

昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
年
）

　
（
論
文
）
　
「
目
的
関
連
的
起
債
原
則
論
の
展
開
過
程
ｌ
ニ
ｏ
世
紀
初
頭
の
起
債
原
則
論
ｌ
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
九

　
　
　
　
　
五
号
、
昭
和
六
二
年
一
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
景
気
関
連
的
起
債
原
則
論
の
台
頭
ｌ
ニ
ｏ
世
紀
初
頭
の
起
債
原
則
論
ー
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
九
六
号
、

　
　
　
　
　
昭
和
六
二
年
四
月
、
所
収
。

昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
年
）

　
（
論
文
）
　
「
景
気
関
連
的
起
債
原
則
論
の
完
成
－
フ
ィ
ス
カ
ル
・
ポ
リ
シ
ー
的
起
債
原
則
論
―
」
日
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』

　
　
　
　
　
第
九
八
・
九
九
合
併
号
、
昭
和
六
三
年
一
月
、
所
収
。

　
（
事
項
解
説
）
　
「
官
房
学
的
財
政
論
の
原
典
解
題
」
一
『
成
城
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
創
設
二
十
周
年
記
念
論
文
集
』
成
城
大

　
　
　
　
　
学
経
済
学
会
、
昭
和
六
三
年
、
所
収
。
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（
事
項
解
説
）
　
「
官
房
学
的
財
政
論
の
研
究
文
献
解
題
」
日
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
〇
〇
号
、
昭
和
六
三
年
七
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
官
房
学
お
よ
び
官
房
学
的
財
政
論
の
概
要
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
〇
一
号
、
昭
和
六
三
年
十
月
、
所
収
。

平
成
元
年
（
一
九
八
九
年
）

　
（
論
文
）
　
「
二
〇
世
紀
後
半
の
出
発
点
に
お
け
る
起
債
原
則
学
説
の
様
相
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
〇
四
号
、
平
成
元
年

　
　
　
　
　
三
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
景
気
関
連
的
起
債
原
則
論
の
支
配
ｌ
ニ
○
世
紀
後
半
の
起
債
原
則
論
　
曰
ｌ
］
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一

　
　
　
　
　
〇
六
号
、
平
成
元
年
九
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
景
気
関
連
的
起
債
原
則
論
の
支
配
－
ニ
ｏ
世
紀
後
半
の
起
債
原
則
論
　
口
ー
〕
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一

　
　
　
　
　
〇
七
号
、
平
成
元
年
十
二
月
、
所
収
。

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）

　
（
論
文
）
　
「
現
代
に
お
け
る
起
債
原
則
論
の
動
向
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
〇
八
号
、
平
成
二
年
三
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
現
代
に
お
け
る
起
債
原
則
論
の
動
向
　
�
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
〇
九
号
、
平
成
二
年
七
月
、
所
収
。

　
（
事
項
解
説
）
　
「
財
政
学
」
‥
受
験
新
報
別
冊
『
司
法
試
験
問
題
と
解
説
』
平
成
二
年
度
版
、
平
成
二
年
九
月
、
所
収
。

平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）

　
　
　
　
※
（
昭
和
五
〇
年
代
以
降
の
前
掲
諸
論
文
中
、
標
題
の
内
に
起
債
原
則
学
説
な
い
し
起
債
原
則
論
と
い
う
表
現
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
、

　
　
　
　
　
お
よ
び
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
六
八
号
所
収
の
も
の
、
合
計
十
九
編
ば
か
り
を
柱
に
し
て
、
前
掲
著
作
『
公
債
政
策
思
想
の
生

　
　
　
　
　
成
と
展
開
』
千
倉
書
房
、
平
成
三
年
を
公
刊
し
た
）
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（
共
訳
）
　
信
岡
資
生
・
池
田
浩
太
郎
訳
・
ユ
ス
テ
ィ
「
租
税
お
よ
び
公
課
に
つ
い
て
の
一
般
的
諸
原
則
、
一
七
六
六
年
」
一
成
城

　
　
　
　
　
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
一
三
号
、
平
成
三
年
七
月
、
所
収
。

　
（
共
同
執
筆
論
文
）
　
信
岡
資
生
・
池
田
浩
太
郎
「
ユ
ス
テ
ィ
財
政
論
の
特
色
と
租
税
原
則
論
の
構
造
と
生
成
」
目
成
城
大
学
『
経

　
　
　
　
　
済
研
究
』
第
一
一
四
号
、
平
成
三
年
十
月
、
所
収
。

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

　
（
論
文
）
　
「
ユ
ス
テ
ィ
租
税
原
則
論
の
学
説
史
的
意
義
　
Ｏ
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
一
五
・
一
一
六
合
併
号
、
平
成
四

　
　
　
　
　
年
三
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
ユ
ス
テ
ィ
租
税
原
則
論
の
学
説
史
的
意
義
　
�
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
一
七
号
、
平
成
四
年
七
月
、
所
収
。

　
（
共
訳
）
　
杉
ノ
原
保
夫
・
池
田
浩
太
郎
訳
・
ヅ
ィ
ク
セ
ル
「
租
税
帰
着
学
説
の
た
め
に
　
山
犬
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一

　
　
　
　
　
一
八
号
、
平
成
四
年
十
月
、
所
収
。

　
（
共
訳
）
　
同
　
②
日
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
一
九
号
、
平
成
四
年
十
二
月
、
所
収
。

平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）

　
（
共
訳
）
　
杉
ノ
原
保
夫
・
池
田
浩
太
郎
訳
・
ヴ
ィ
ク
セ
ル
「
租
税
帰
着
学
説
の
た
め
に
　
㈹
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一

　
　
　
　
　
二
〇
号
、
平
成
五
年
三
月
、
所
収
。

　
（
共
訳
）
　
杉
ノ
原
保
夫
・
池
田
浩
太
郎
訳
・
ヅ
ィ
ク
セ
ル
「
公
正
な
課
税
の
一
新
原
則
に
つ
い
て
　
出
」
Ｈ
成
城
大
学
『
経
済
研

　
　
　
　
　
究
』
第
一
二
一
号
、
平
成
五
年
五
月
、
所
収
。

　
（
共
同
執
筆
論
文
）
　
　
　
　
M
a
s
a
z
o

O
h
k
a
w
a

a
n
d

K
o
t
a
r
o

I
k
e
d
a
｡

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t

B
o
乱
s
｡

i
n

:
J
a
p
a
n
'
s

P
u
b
l
i
c

S
e
c
t
o
r
.
　
H
o
w

t
h
e

G
o
v
-
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e
m
m
e
n
t

i
s
J
h
m
a
n
c
e
d
｡E
d
.
b
y

T
o
k
u
e

S
h
i
b
a
t
a
｡U
n
i
v
e
r
s
i
t
yo
f

T
o
k
y
o

P
r
e
s
s
｡1
9
9
3
｡

　
　
　
　
　
（
池
田
の
邦
語
原
稿
を
基
礎
に
、
大
川
政
三
枚
授
か
英
文
作
成
を
担
当
）

　
（
共
訳
）
　
杉
ノ
原
保
夫
・
池
田
浩
太
郎
訳
・
ヅ
ィ
ク
セ
ル
「
公
正
な
課
税
の
一
新
原
則
に
つ
い
て
　
②
」
一
成
城
大
学
『
経
済
研

　
　
　
　
　
究
』
第
一
二
二
号
、
平
成
五
年
十
月
、
所
収
。

　
（
共
訳
）
　
同
　
㈲
ム
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
二
三
号
、
平
成
五
年
十
二
月
、
所
収
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

　
（
共
訳
）
　
杉
ノ
原
保
夫
・
池
田
浩
太
郎
訳
・
ヅ
ィ
ク
セ
ル
「
公
正
な
課
税
の
一
新
原
則
に
つ
い
て
　
㈲
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研

　
　
　
　
　
究
』
第
コ
ー
四
号
、
平
成
六
年
三
月
、
所
収
。

　
（
共
訳
）
　
同
　
⑤
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
二
五
号
、
平
成
六
年
七
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
ヴ
ィ
ク
セ
ル
財
政
学
説
の
本
質
と
概
要
ｌ
ヴ
ィ
ク
セ
ル
『
財
政
理
論
研
究
』
　
一
八
九
六
年
、
解
題
ｌ
」
一
成
城

　
　
　
　
　
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
二
六
号
、
平
成
六
年
十
月
、
所
収
。

ｌ
平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）
以
降
ｌ

平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）

　
　
　
　
※
（
前
掲
共
訳
「
租
税
帰
着
学
説
の
た
め
に
」
お
よ
び
「
公
正
な
課
税
の
一
新
原
則
に
つ
い
て
」
に
、
論
文
「
ヴ
ィ
ク
セ
ル
財
政
学
説
の

　
　
　
　
　
本
質
と
概
要
」
を
配
し
、
ま
た
、
こ
の
共
同
作
業
の
最
初
か
ら
の
参
加
者
で
あ
る
池
田
浩
史
専
任
講
師
を
共
訳
者
に
加
え
た
、
三
人

　
　
　
　
　
の
共
訳
の
形
で
、
Ｋ
・
ヴ
ィ
ク
セ
ル
『
財
政
理
論
研
究
』
千
倉
書
房
、
平
成
七
年
、
が
公
刊
さ
れ
た
）
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（
論
文
）
　
「
経
済
と
国
家
ｌ
『
大
き
な
政
府
』
論
対
『
小
さ
な
政
府
』
論
、
そ
の
対
立
と
展
開
過
程
ｌ
」
一
成
城
大
学
『
経
済

　
　
　
　
　
研
究
』
第
一
二
八
号
、
平
成
七
年
三
月
、
所
収
。

　
　
　
　
　
（
平
成
六
年
四
月
六
日
、
成
城
大
学
経
済
学
部
新
入
生
の
た
め
の
記
念
講
演
草
稿
の
訂
正
・
補
筆
版
）

　
（
論
文
）
　
「
財
政
お
よ
び
財
政
学
ー
財
政
学
の
対
象
と
方
法
ｌ
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
二
九
号
、
平
成
七
年
七
月
、

　
　
　
　
　
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
公
共
経
費
論
の
二
つ
の
テ
ー
マ
　
出
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
三
〇
号
、
平
成
七
年
十
月
、
所
収
。

　
（
論
文
）
　
「
公
共
経
費
論
の
二
つ
の
テ
ー
マ
　
㈲
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
三
一
号
、
平
成
七
年
十
二
月
、
所
収
。

平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）

　
（
論
文
）
　
「
私
の
財
政
学
研
究
の
周
辺
」
‥
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
三
三
号
、
平
成
八
年
七
月
、
所
収
。

平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）

　
（
共
訳
）
　
池
田
浩
太
郎
・
池
田
浩
史
共
訳
・
ア
ー
ド
ル
フ
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
「
社
会
的
財
政
政
策
お
よ
び
租
税
政
策
に
つ
い
て
　
一

　
　
　
　
　
八
九
一
年
　
出
回
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
三
六
号
、
平
成
元
年
三
月
、
所
収
。

　
（
共
訳
）
　
同
　
②
一
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
三
七
号
、
平
成
九
年
七
月
、
所
収
。

　
（
共
訳
）
　
同
　
㈲
ハ
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
三
八
号
、
平
成
九
年
十
月
、
所
収
。

　
　
　
　
　
（
平
成
九
年
ｌ
一
九
九
七
年
－
－
＋
月
末
現
在
）
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